
事例 中学校理科（第１分野） 飛騨地区（Ｈ中学校）

１ 単元（題材）について

対 象 学 年 中学校 第１学年

学習指導要領 第１分野の内容 （２）イ

単 元 名 「水溶液 （全９時間）」

単 元 目 標 ○物質の水への溶解、酸・アルカリ・中和などに関する事物・現象に関心

をもち、進んで観察、実験を行うとともにそれらの事象を日常生活と関

連付けて考察しようとすることができる。

（ ）自然事象への関心・意欲・態度

○物質の水への溶解、酸・アルカリ・中和などについて調べる方法を考え

て観察、実験を行い、それらの事象を科学的に考察することができる。

（ ）科学的な思考

、 、 、○物質の水への溶解 酸・アルカリ・中和などに関する観察 実験を行い

観察・実験器具の基本操作や記録の仕方を習得するとともに、自らの考

えを加えた観察・実験報告書を作成したりノートにまとめたり発表した

りすることができる。 （観察・実験の技能・表現）

○水溶液では溶質が均一に分散していること、水溶液から結晶を取り出す

ことができること、酸、アルカリにはそれぞれに共通の性質があり、酸

とアルカリを混ぜると中和してそれぞれの性質が打ち消されて塩が生成

されることなどを理解することができる。

（ ）自然事象についての知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画の工夫

・生徒の日常生活や環境に関わる内容を、特に単元の導入と終末の段階

に位置付ける。

→学習内容が実際の生活の中で見られる事象とどのように関わって

いるかを考えることで、基礎的基本的な内容の定着を図る。

○単位時間の工夫

・生徒がもともともっている見方や考え方を言葉や図で引き出す。

→生徒が自分の見方や考え方がより科学的な見方や考え方に高まっ

たことを自覚することで基礎的・基本的な内容の定着が図られる。

・生徒がもっている見方や考え方に応じた観察・実験を工夫する。

→個に応じた指導によって、基礎的・基本的な内容の定着を図る。

・自分の見方考え方の高まりが自覚できるように、単位時間ごとに振り

返りの場を位置付ける。

→自分の考えや見方や考え方の変容を自覚することで、本時の学び

を実感することができる。

・Ｔ・Ｔにより、一人一人の生徒を的確に評価し指導に生かす。

参 考 資 料 資料１：学習プリント・・・酸性とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせたと

きの様子の自分なりのイメージを、言葉や図

で表すために使用



２ 単元（題材）の評価規準

ア 自然現象への イ 科学的な思考 ウ 観察・実験の エ 自然事象につい

関心･意欲･態度 技能・表現 ての知識・理解

身の回りの物質の性 身の回りの物質の性 身の回りの物質の性 身の回りの物質の性

内 質や水溶液に関する 質や水溶液に関する 質や水溶液に関する 質や水溶液に関する

容 事物・現象に関心を 事物・現象に問題を 事物・現象について 事物・現象について

のご もち 意欲的に観察 見いだし、解決方法 観察、実験を行い、 理解し、知識を身に、 、

まと 実験を行ったり、そ を考えるなどして観 観察、実験の基本操 付けている。

との れらの事象を日常生 察 実験を行ったり 作や記録の仕方を習、 、

ま評 活と関連付けて考察 事象の生じる要因や 得するとともに、自

り価 したりしようとす 仕組みを科学的に考 らの考えを導き出し

規 る。 察したりして問題を 創意ある観察、実験

準 解決する。 報告書の作成や発表

を行う。

物質の水への溶 物質の水への溶 物質の水への溶 水溶液では溶質が

解、酸・アルカリ・ 解、酸・アルカリ・ 解、酸・アルカリ・ 均一に分散している

単 中和などに関する事 中和などについて調 中和などに関する観 こと、水溶液から結

元 物・現象に関心をも べる方法を考えて観 察、実験を行い、観 晶を取り出すことが

の ち、進んで観察、実 察、実験を行い、そ 察、実験器具の基本 できること、酸、ア

評 験を行うとともにそ れらの事象を科学的 操作や記録の仕方を ルカリにはそれぞれ

価 れらの事象を日常生 に考察することがで 習得するとともに、 に共通の性質があ

規 活と関連付けて考察 きる。 自らの考えを加えた り、酸とアルカリを

準 しようとする。 観察・実験報告書を 混ぜると中和してそ

作成したりノートに れぞれの性質が打ち

まとめて発表してい 消されて塩が生成す

る。 ることなどを理解

し、知識を身に付け

ている。

、①身の回りには、物 ①水に溶けるという ①ガラス棒を使った ①水に溶けた物質は

質が水に溶けて人 ことは、物質の粒 り、ロートの先の 水を蒸発させるだ

間の生活に利用さ が水の中で見えな 向きを考えてビー けでなく、水溶液

単 れているものが多 くなり、透明で、 カーの先に付ける の温度を下げるこ

位 く存在することに 水全体に均一に広 など、正しくろ過 とでも取り出せる

時 興味・関心がもて がっていることで を行い実験するこ ことを理解してい

間 る。 あることを見つけ とができる。 る。

に ②自然を守るために、 出すことができる。 ②酸性やアルカリ性 ②酸性の水溶液とア

お 自分たちが日常で ②酸性の水溶液とア の水溶液の共通し ルカリ性の水溶液

け きることを考えよ ルカリ性の水溶液 た性質を安全に調 を混ぜ合わせると、

る うとする。 を混ぜ合わせると、 べることができる 中和反応が起き、。

具 お互いの性質を打 ③酸性とアルカリ性 新しい物質（塩）

体 ち消し合い性質が の水溶液を混ぜ合 ができることを理

の 変化することにつ わせることで生じ 解している。

評 いて、イメージ図 る変化について自

価 や言葉で表すこと 分なりの考えをイ

規 ができる。 メージ図と言葉で

準 表すことができる。



３ 指導と評価の計画（全９時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○身の回り ○身の回りで物質が溶けている ＜ア－①＞ ○発言状況 ○スーパーの店内

には、物質 水溶液にどんなものがあるか交 ○身の回りに ・身の回りの にある様々な水

が水に溶け 流する。 は、物質が 生活に利用 溶液を撮影した

て人間の生 水に溶けて されている ビデオを見せ、

活に利用さ 物質が溶けている水を分類してみ 人間の生活 水溶液を見 生活の中に多く

れているも よう。 に利用され つけ出そう の水溶液が利用

のが多く存 ているもの としたか。 されていること

在すること ○いろいろな水溶液を、色、物質 が多く存在 実感させ、関心

に興味・関 名、使用目的などで分類する。 することに をもたせる。

心がもてる。 興味・関心

身の回りにはいろいろな物質が溶 がもてる。

けて利用されていることに関心を

もつ。

○本時の振り返り

２ ○コーヒーシ ○飴が水に溶ける様子を提示する。 ＜ウ－①＞ ○行動観察 ○ろ過の操作を観

ュガーとデ ○ガラス棒を ・ガラス棒を 察しながら机間

ンプンに水 使ったり、 使ったり、 指導する。

を加え攪拌 物質が水に溶けるということ ロートの先 ロートの先

する実験を はどういうことだろう。 の向きを考 をビーカー

通して、水 えてビーカ 内壁に付け

に物質が溶 ○コーヒーシュガーとデンプンに ーの先に付 るなどの基

けるという 水を加え、攪拌した様子を観察 けるなど、 本操作がで

。ことは、水 する。 正しくろ過 きているか

溶液が透明 ○各々の液をろ過した様子の違い を行い実験

になり、物 やろ液の水を蒸発させたり、ろ することが

質が水の中 液をヨウ素液で調べることで溶 できる。

で均一にひ けるということについて考えを

ろがってい もつ。

ることであ

ることを見 物質が水に溶けるということは、

つけ出すこ 水の中の物質（粒）が見えなくな

とができる り透明になることである。。

○本時の振り返り

○水にデンプンを入れかき混ぜて ＜イ－①＞ ○イメージ図 ○水溶液の上層部、

一日おいた様子を提示をする。 ○水に溶ける ・水の中に溶 中層部、下層部

３ ということ けている物 のどこをとって

かき混ぜて溶かしたあとのコーヒ は、物質の 質が均一に も同じように物

ーシュガーをそのままにしておく 粒が水の中 広がってい 質が広がってい

と、色のこさはどうなるだろう。 で見えなく るように記 ることを、各部

なり、透明 載されてい の水溶液を取り

○前時、使用したコーヒーシュガ で、水全体 るか。 出し蒸発乾固す

ーの色の様子を観察し、コーヒ に均一に広 ることで、溶け

ーシュガーの溶けている様子を がっている ている物質の量



イメージ図に表す。 ことである が同じであるこ

ことを見付 とを確認させる。

溶けるということは、溶けた物質 け出すこと

が見えなくなって透明になり、水 ができる。

全体に均一に広がっている状態で

ある （均一）。

○拡散、溶質、溶媒、水溶液、

混合物と純粋な物質などの用語

を理解する。

○濃さの違う食塩水を蒸発させた

結果をもとに、濃度について理

解する。

○本時の振り返り

４ ○水溶液の中 ○食塩やミョウバン、硫酸銅など ＜エ－①＞ ○ノート ○水の温度を下げ

から物質を の結晶を提示し、どのようにし ○水に溶けた ・水溶液の温 ることで結晶が

取り出す実 てできたのか関心をもつ。 物質は、水 度を下げる 取り出せる演示

験を通して を蒸発させ ことで物質 実験（ホウ酸）、

水に溶けた 水に溶かした食塩や硝酸カリウム たり水溶液 を取り出せ を行う。

物質を取り などの物質を取り出すことはでき の温度を下 ることが記

出すには、 ないだろうか。 げたりする 述されてい

水を蒸発さ ことで取り るか。

せたり、水 ○水溶液から物質を取り出す方法 出せること

溶液の温度 を考える。 を理解して

を下げたり ○食塩と硝酸カリウムを溶かし、 いる。

することで 水を蒸発させたり、水溶液を冷

取り出せる やすことで水溶液の物質を取り

ことが理解 出す実験を行う。

できる。

水を蒸発させたり、水溶液を冷や

したりすることで、水に溶けた物

質を取り出すことができる。

○結晶、再結晶、溶解度、飽和水

溶液について説明を聞く。

○本時の振り返り

５ ○酸性やアル ○身の回りに酸性やアルカリ性 ＜ウー②＞ ○行動観察 ○酸やアルカリが

カリ性の水 といわれる水溶液にどんなもの ○酸性やアル ・酸性やアル 目に入った時や、

溶液ついて があるか。 カリ性の水 カリ性の水 体や衣服に付い、

リトマス紙 溶液の共通 溶液をこぼ た時など水でよ

やＢＴＢ溶 酸性やアルカリ性の水溶液のそれ した性質を したりさわ く流して洗うこ

液 金属 Ｍ ぞれの共通した性質を見つけ出そ 安全に調べ ったりしな となどを事前に、 （

ｇ）との反 う。 ることがで いように扱 指導する。

応を確かめ きる。 いに気を付、

共通性を見 ○酸性やアルカリ性の共通性を調 けながら実

いだす実験 べる実験を行う。 験ができた

を安全に行 か。

うことがで 酸性の水溶液とアルカリ性の水

きる。 溶液には、それぞれリトマス紙や



ＢＴＢの色を変化させたり、金属

との反応に共通した性質がある。

○酸、アルカリについての説明を

聞く。

○本時の振り返り

６ ○酸性の水溶 ＜ウー③＞ ○イメージ図 ○生徒がもってい

液とアルカ 塩酸と水酸化ナトリウムの水溶液 ○酸性とアル ・自分なりの る思いを聞きな

リ性の水溶 を混ぜ合わせるとどうなるか自分 カリ性の水 考えをイメ がら、図や言葉

液を混ぜ合 なり考えをもち、それを確かめる 溶液を混ぜ ージ図や言 で表現できるよ

わせるとど 実験を考えよう。 合わせるこ 葉であらわ うに個別指導を

うなるか自 とで生じる すことがで する。

。分なりの考 ○ 変化につい きているか

えをもち、 イ て自分なり

それを確か メ の考えをイ

める実験を ー メージ図と

考えること ジ 言葉で表す

ができる。 図を書き 意見交流を しながら ことができ、 、

自分の考えをもつ。 る。

○自分の考えを確かめる実験の方

法を考える。

塩酸と水酸化ナトリウムの水溶液

を混ぜあわせるとどうなるか自分

なりの考えを図や言葉で表せ、そ

れを確かめる実験を考える。

○本時の振り返り

７ ○酸性の水溶 ○前時の生徒の考えを、タイプ別 ＜イ－②＞ ○イメージ図 ○お互いの性質を

液とアルカ に再確認する。 ○酸性の水溶 の記述 打ち消しあい性

リ性の水溶 液とアルカ ・酸性の水溶 質が変化するこ

液を混ぜ合 酸性の水溶液とアルカリ性の水溶 リ性の水溶 液とアルカ とをどう表現し

わせると、 液を混ぜ合わせると、それぞれの 液を混ぜ合 リ性のお互 たらいいか個別

お互いの性 性質はどうなるか調べよう。 わせると、 いの性質が 指導しながらイ

質を打ち消 お互いの性 打ち消され メージ図を完成

し合うこと ○予想別グループで、塩酸と水酸 質を打ち消 ていくこと させる。

を実験を通 化ナトリウムを混ぜ合わせ中性 に し合い性質 がイメージ

して見つけ なるか確かめる実験をする。 が変化する 図や言葉で

出すことが ○結果をまとめイメージ図の修正 ことについ 自分なりの

できる。 をする。 て、イメー 表現で表わ

ジ図や言葉 されている

酸性の水溶液とアルカリ性の水溶 で表すこと か。

液を混ぜ合わせると、お互いの性 ができる。

質を打ち消し合い中性になる。

○本時の振り返り

○酸性の水溶 ○硫酸と水酸化バリウムを混ぜ、 ＜エ－②＞ ○ノート ○いろいろな中和８

液とアルカ 白い物質ができるのを確認する。 ○酸性の水溶 ・酸性とアル 反応を示し、ど

○ ○ ○ △ △ △

○ ○ ○ △ △ △○△
△○

酸性 アルカリ性○△



リ性の水溶 液とアルカ カリ性の水 んな塩ができる

液を混ぜ合 酸性の水溶液とアルカリ性の リ性の水溶 溶液を混ぜ か説明できるよ

わせる実験 水溶液を混ぜ合わせると新し 液を混ぜ合 合わせると うにする。

を通して、 い物質ができるのか調べよう。 わせると、 中和反応が

酸性の水溶 中和反応が おき、新し

液とアルカ ○塩酸と水酸化ナトリウムで中性 起き、新し い物質がで

リ性の水溶 にした水溶液を蒸発乾固させで い物質 塩 きることが（ ）

液を混ぜ合 きた物質を調べる。 ができるこ 記載されて

わせると中 ○中和、塩の説明を聞く。 とを理解し いるか。

和反応が起 ている。

き、新しい 酸性の水溶液とアルカリ性の水溶

物質（塩） 液を混ぜ合わせると、新しい物質

ができるこ （塩）ができる。

とを説明で

きる。 ○本時の振り返り

９ ○人間が出し ○酸性雨によって溶け出した代理 ＜ア－②＞ ○ノート ○電気をこまめに

続ける二酸 石やコンクリートの写真を見て、 ○自然を守る ・自然を守る 消すなどの行為

化炭素など その原因について考える。 ために、自 ために、日 も、二酸化炭素

の気体が酸 分が日常生 常生活の中 などの気体を出

性雨による 屋外の大理石やコンクリート 活の中でで でできるこ さないようにす

被害を生み が溶け出す被害は、何が原因 きることを とを考えよ ることにつなが

出している しているのだろう。 考えようと うとしてい ること例を示し、

ことを考え する。 るか。 環境保全の具体

ることを通 ○人間がだした排気ガスなどが雨 的な手だてにつ

して、環境 水に溶けることで酸性雨になる いて自分なりに

保全に対す ことを理解する。 考えられるよう

る関心を高 にする。

める。 生活の中で、酸性雨を少しでも少

なくするために自分ができること

を考え自然保護に対する意識を高

める。

○本時の振り返り

４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせると、お互いの性質を打ち消し合い中性に

なることを実験を通して見付けることができる。

（２）本時の位置

７／９時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

、 。導 酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせると それぞれの性質はどうなだろうか

入 ○前時、各自考えた予想（イメージ図） ○自分がたてた予想と実 ○自分の実験で何

をタイプ別に分け紹介し、その予想を 験の方法を確認し、本 を明らかにする



、確かめる実験の方法を確認する。 時の学習に見通しをも のかを問い返し

つ。 目的意識をもっ

て実験に向かう

○予想別グループ（２～３人）で実験を ○中性になるか、金属と ようにする。

する。 反応するかなど、自分 ○目的にそった順

たちの計画した実験の 序や操作で実験

順序や操作を正しく行 しているか机間

う。 指導する。

予想 調べる内容 調べる方法 実験の結果

中性になる ・ＢＴＢの色が緑 ・ＢＴＢ溶液で調べる。 ・ＢＴＢの色が変化し最

展 色になるか。 ・中性にして金属 終的に緑色になる。

・金属と反応する ・中性のときは、金属と

か。 反応しなかった。

性質が激しく ・沸騰して泡が出 ・混ぜあわせ泡がでるか ・泡は発生しない。

開 なる るのか。 確認 ・金属との反応が弱まっ

酸性が強くな ・金属との反応性 ・ＢＴＢ溶液で調べる。 てきた。

る はどうなるのか ・金属との反応性 ・中性になった。。

。・中性になるのか

泡が出る ・泡が出るのか。 ・ＢＴＢ溶液で調べる。 ・泡は発生しない。

ヌルヌルする ・中性になるのか ・金属との反応 ・中性になった。。

・金属との反応。 ・ヌルヌル感はない。

・中性時のヌルヌ

ル感

分離する ・分離するのかど ・ＢＴＢ溶液で調べる。 ・分離しなかった。

うか。 ・金属との反応 ・中性になった。

・中性になるのか ・金属との反応しない。。

・金属との反応

合体する 金 ・中性になるのか ・ＢＴＢ溶液で調べる。 ・中性になった。。

属と反応する ・金属との反応 ・金属との反応 ・金属との反応は無い。

＜イ－③＞ ○お互いの性質を

○実験結果をもとに、イメージ図を修正 ◎酸性の水溶液とアルカ 打ち消し合い性

する。 リ性の水溶液を混ぜ合 質が変化するこ

酸性を示すものとアルカリ性を示すも わせると、お互いの性 とをどう表現し

のが打消し合い中性になることを表し 質を打ち消し合い、性 たらいいか個別

ている図であればよい。 質が変化することにつ 指導しながらイ

いて、イメージ図や言 メージ図を完成

葉で表すことができる。 させる。

○自分の考えが変

○修正したイメージ図を交流し合い、酸 わった根拠を大

終 自分の考えを深めていく。 切にする。

○ノートの記述や

末 ○本時の振り返り（課題や自分の初めの 感想などの内容

考えと照らし合わせた感想） で評価する。



５ 評価の実際と個に応じる指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

＜イ－②＞

○酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせると、お互いの性質を打ち消し合い性質が変

化することについて、イメージ図や言葉で表すことができる。

（２）評価の実際

【評価の方法】学習プリント（イメージ図や言葉による記載内容）

【判断した生徒の状況例】

ここでは、イメージ図に記載した図や言葉で評価を行った。酸性とアルカリ性の水溶液を混ぜ合

わせる実験を行い、ＢＴＢの色が黄色から青、あるいは青から黄色といった経過をたどり、最終的

に緑になることや、また、酸性の性質の特徴である金属（ ）との反応やアルカリ性の性質の特Mg
徴であるヌルヌル感がなくなったりする結果が得られた。これらの結果をもとに、酸性の水溶液と

アルカリ性の水溶液を混ぜ合わせると、お互いの消えたり性質が変化することを、図や言葉で表す

ことができるようにしたい。

ある生徒は、酸性の性質を表す記号を○、アルカリ性の性質を表す記号を×とし、混ぜ合わせる

と○になるというイメージ図を書いた。混ぜ合わせるとお互いの性質が消える。だから、混ぜ合わ×

、 、 （ ）せると水溶液中で○や×というかたちでは存在しないと考え また お互いが合体する 結びつく

ことでお互いの性質が打ち消されてるという表現をしていた。この生徒はおおむね満足できる状況

にあると判断した。さらに、○について 「何か新しい物質ができたのでははないか 」という発× 、 。

想にたてた生徒は、次の学習との関わりの中で「十分に満足できる状況」と判断した。

（３）個に応じた指導の実際

・つまずきの傾向と指導の意図

酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせると 「泡（水素）が発生する。溶液はヌルヌ、

ルになる。酸性になる 」という予想を立て自分なりのイメージ 図。

を書いた。そして、それを確かめる為の実験を考え行った。実験 の

結果は 「泡は発生しなかった ・ヌルヌル感はなくなった ・中 性、 。 。

になった 」であった。これらの事実をもとに、初めもっていた 自。

分のイメージ図を、ぞれらの実験結果を満たすような新しいイメ ー

ジ図に書き換える段階でができなかった。これは、表面的な現象 に

だけ目が向いており、水溶液の中で起きている反応に目が向いて い

ないと考え 「努力を要する状況」であると判断した。、

そこで、金属と反応しなくなった事実やヌルヌル感がなくなっ た

事実、ＢＴＢの色も緑になった事実を、どう考えイメージ図に表 現

したらいいのかを、次のようなステップで個別指導をしながら引 き

出していくようにした。

・指導の実際

①実験の結果を確認する。

○混ぜ合わせても気体は発生しなかった。

○中性では金属とは反応しなくなった。

○同じく、ヌルヌル感もなくなっていた。

②酸性の性質とアルカリ性の性質の表し方を確認する。

③「酸性の液（塩酸）を入れる 」ことをイメージ図に表す。。

④「アルカリ性の液（水酸化ナトリウム）をいれる 」ことをイメージ図に表す。。

⑤金属と反応しなくなったり、ヌルヌル感がなくなったということから、ここでどんなことが起

きているのか考える。

→ 酸性の性質とアルカリ性の性質は、存在していない。

初めのイメージ図

指導後のイメージ図



⑥そのことを、イメージ図に表す。

・生徒の変容

初め、酸性の性質とアルカリ性の性質を表すことはできており、実験の結果から中性になること

をどう表現するのかでつまずいていた。事実を一つ一つ確認しながら、段階的に個別指導をする中

で、酸性の性質がアルカリ性の水溶液を混ぜることで消えていったことが考えられた。またアルカ

リ性の性質は酸性の水溶液を入れることによって消えていくことも考えられた。中性にならずにア

ルカリ性になったり酸性になったりすることも説明できるようになった。最後には、液体は別のも

のになったという発想から、酸性とアルカリ性を示すもとが合体することでお互いの性質を打ち消

し合うことをイメージ図で表すことができた。

６ 参考資料

○イメージ図の一例


